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みやまｉｎｆｏ
制度や行事の情報発信まなびの教室

問社会教育課 社会教育係
              （℡32-9180）

市役所の仕事で聞きたいことはありませんか(出前講座）
問 社会教育課 社会教育係（℡32-9180、Fax32-9192）

職
員
が
皆
さ
ん
の
も
と
へ
出
向
い
て
、
市
民
生
活
に
関
す
る

こ
と
や
市
政
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通
勤
し
て
い
る
10
人
以
上
の
団
体

や
グ
ル
ー
プ

■
内
容（
全
56
講
座
）　

▽
防
災
に
つ
い
て
▽
は
じ
め
ま
せ
ん
か
介
護
予
防
▽
認
知
症
に
つ

い
て
学
び
、市
の
取
り
組
み
を
知
る
▽
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
仕

組
み
▽
軽
ス
ポ
ー
ツ
紹
介
▽
体
力
測
定
▽
予
防
救
急
教
室
▽
住

宅
防
火
な
ど
が
人
気
メ
ニュ
ー
で
す
。

【
新
メ
ニ
ュ
ー
】

▽
助
け
合
い
で
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
▽
市
の
ま
ち
づ
く
り
▽

新
ご
み
焼
却
場
への
搬
入
方
法
▽一
緒
に
歩
こ
う
！
九
州
オ
ル
レ

▽
地
域
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

■
開
催
時
間
・
場
所
　

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で（
土
曜
・
日
曜
含
む
）の
間
で

２
時
間
以
内
。場
所
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

※
会
場
の
手
配
な
ど
は
行
ってい
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法
　

　
講
座
担
当
課
と
打
ち
合
わ
せ
後
、開
催
希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
、申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、社
会
教
育
係
へ

持
参
・
郵
送
・フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
社
会
教
育
係
、市
民
課
住
民
係
、高
田
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
係
、ま
い
ピ
ア
高
田
、山
川
市
民
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て

い
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
特
定
の
政
治
・
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目
的
と
し
た
催
し
な

ど
、職
員
を
派
遣
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課  

社
会
教
育
係

※
出
前
講
座
は
派
遣
職
員
の
説
明
に
対
す
る
質
問
や
建
設
的

な
意
見
交
換
は
含
み
ま
す
が
、
学
習
の
場
で
あ
り
苦
情
を
述
べ

る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
福
岡
県
な
ど
で
も
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

社
会
教
育
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会計年度任用職員募集（子ども家庭支援員）
問 子ども子育て課 子ども子育て係（℡64-1535）

■
募
集
人
数

　
1
人
程
度

■
業
務
内
容

　
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
支
援

の
た
め
の
訪
問
相
談
、児
童

虐
待
に
関
連
す
る
対
応

■
応
募
資
格

　
児
童
福
祉
司
、社
会
福
祉

士
、精
神
保
健
福
祉
士
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
週

3
か
ら
4
日
勤
務
）

■
採
用
期
間
　

　
採
用
月
か
ら
令
和
4
年

3
月
31
日

■
申
込
期
限
　

　
５
月
31
日
㈪

■
選
考
方
法

　
面
接
試
験

■
試
験
日

　
６
月
中
旬

■
応
募
方
法
　

　
履
歴
書（
市
の
ホ
ー
ム
ペー

ジ
よ
り
会
計
年
度
任
用
職

員
専
用
の
書
式
に
記
入
）と

応
募
資
格
を
証
明
で
き
る

書
類
の
写
し
を
子
ど
も
子

育
て
課
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
資
格
・
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

みやま市営住宅入居者・入居待機者を登録します
問 都市計画課 住宅政策係（℡64-1532）

　
受
け
付
け
終
了
後
、抽
選
で
入
居

登
録
順
位
を
決
め
て
、空
き
室
が
生
じ

た
ら
登
録
順
に
案
内
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

　
6
月
1
日
㈫
～
14
日
㈪

■
対
象
　

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
市
内
に
在
住
、ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人

②
月
額
所
得
が

１５
万
８
千
円
を
超
え

な
い
人

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
そ
の
他
の
条
件
は
市
営
住
宅
条
例

に
よ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
書
配
布
場
所
　

　
都
市
計
画
課 

住
宅
政
策
係
、 

高

田
・
山
川
各
支
所

【
市
営
住
宅
】

▽
下
小
川（
瀬
高
町
太
神
）▽
さ
く
ら

（
瀬
高
町
文
廣
）▽
岩
津（
高
田
町
岩

津
）▽
高
木（
高
田
町
岩
津
）▽
下
楠
田

（
高
田
町
下
楠
田
）

■
間
取
り

　
２
Ｄ
Ｋ
、３
Ｄ
Ｋ
な
ど

※
下
小
川
、さ
く
ら
は
車
い
す
世
帯
向

け
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

※
家
賃
は
収
入
な
ど
に
応
じ
て
決
ま

り
ま
す
。

人づくり  つながりづくり  地域づくり
5
月
１
日

日
直 

社
会
教
育
課

家庭教育のススメ

家庭教育は、すべての教育の出発点
家族のふれ合いは、子どもたちが、生活習慣や生活

していくための能力、人に対する信頼感、豊かな情操、
他人に対する思いやり、基本的倫理観、自尊心や自立心、
社会的なマナーなどを身につけていく上で重要な役割
を果たしています。毎日の生活の一場面。皆さんのご
家庭では、どのように過ごしていますか。
・家族で「おはよう」「ただいま」「おやすみ」など、
あいさつを習慣にしている。
・早寝早起きを心がけている。
・朝ごはんは家族一緒に食べる。
・学校での出来事など、子どもとよく話をする。
・テレビやゲームの時間のルールを親子で話し合っ
て決めている。

家庭は、子どもたちが「最も身近に接する社会」。
子どもの「心のよりどころ」となるものです。少し立ち
止まって、日常の家庭での生活を振り返ってみません
か。

地
域
と
の
つ
な
が
り

大
江
小
学
校
と
山
門
高
校
と
の
交
流

　
3
月
3
日
、「
提
案
し
よ
う
、
言
葉
と

わ
た
し
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
大
江
小
学
校

5
年
生
と
山
門
高
校
弁
論
放
送
部
が
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
お
手
本
と
し
て
高
校
生
が
ス

ピ
ー
チ
を
披
露
。
そ
の
後
、
小
学
生
の
ス

ピ
ー
チ
を
高
校
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
一
生
懸
命
な
小
学
生
の
姿
に
高
校

生
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
小
学
生
と
の
交

流
で
は
、
高
校
生
が
教
え
て
い
る
よ
う
で

逆
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

高
校
生
に
と
っ
て
も
と
て
も
楽
し
く
有
意

義
な
学
び
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　「
話
す
こ
と
」
は
誰
に
と
っ
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
小
学
生
と
高

校
生
の「
学
び
合
い
」を
こ
れ
か
ら
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～みやま市に貢献し、みやま市を盛り上げる山門高校～　　　やま盛
地域に頼りにされる高校に !!

家庭はすべての教育の出発点

子どもの話に耳を傾けていますか
子どもは親の愛を確かめたくなると、

「ねぇ、ねぇ」と話しかけてきます。
話をゆっくり聴いてあげると、子ども

は安心し、親との愛を深めます。
子どもが話をしている途中で、注意
や話をさえぎってしまうと、子どもはそ
れ以上話せなくなってしまいます。
子どもの話をうなずきながら聴きま

しょう。

教育委員会は社会教育委員の会議の提言を受け「家庭の約束
10 か条」を配布し、基本的生活習慣の定着を推進しています。

待って見ていられますか
子どもは失敗しながら成長していくも
のです。
親として子どもの成長を信じて待つこ

とも大切です。
自分のことは自分でしようとする心
が育つと、自分からいろんなものに取
り組もうとする意欲がわいてきます。
子どもが超えなくてはならないハード
ルを親として見守っていきましょう。

自己肯定感を育みましょう
小さい頃のお手伝い体験が子どもの
自信とやる気につながっていきます。
家族から「ありがとう」「助かったわ」

と、喜んでもらえると、子どもは人の役
に立つうれしさや満足感を感じ、人の
ために何かをしようと考えたり、思いや
りの心が育ちます。
そして、自己肯定感を高めることに
つながっていきます。

よろしくお願いしますよろしくお願いします

スピーチアドバイススピーチアドバイス

まずはお手本スピーチまずはお手本スピーチ

班別に分かれて練習班別に分かれて練習

市公式サイト

市公式サイト


